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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報編集係☎0940（36）1055まで

学びの里

　
市
で
は
現
在
、
郷
土
文
化

学
習
交
流
施
設
の
来
春
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
実
は
今
か
ら

73
年
前
、
こ
の
交
流
施
設
の

先
駈
け
と
も
い
え
る
、
郷
土

資
料
の
収
蔵
展
示
を
し
て
い

た
「
宗
像
郷
土
館
」
と
呼
ば

れ
る
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
幻
と
な
っ
た
「
宗

像
郷
土
館
」。
建
設
の
経
緯

や
廃
館
の
原
因
な
ど
、
今
回

か
ら
３
回
に
分
け
て
紹
介
し

ま
す
。

第9回

幻
の
宗
像
郷
土
館

〜
前
編
〜

　金海韓屋（ハノク）体験館が10月８日〜同10日に日本の福岡市のマリ
ンメッセで開かれた「アジア・太平洋フェスティバル福岡2011」に出展

しました。今年で22回目を迎えた
このフェスティバルは、アジア・
太平洋地域の民俗芸術や特産品が
一堂に会して交流するという意義
深い行事です。
　金海市は、金海文化の殿堂・ク
レイアーク金海美術館など金海の
主要観光地の広報活動に精力的に
取り組みました。その中でも特に、
釜山・慶尚南道地域で唯一の伝統
韓屋生活体験館である金海韓屋体
験館のPRに力を注ぎました。

　また、金海伝統文化工芸体験ブースには、韓紙（ハンジ）の絵うちわ、
韓紙を使った携帯電話用の小物作りなどができる韓紙無料体験コーナーが
設けられました。伝統韓紙の美しさやその素晴らしさを伝えるために、韓
紙でできた生活小物や楮紙（こうぞがみ）で作った人形なども展示され、
訪れた観覧客の関心を集めていました。

（金海市広報紙2011年10月21日発行から）
＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パ
ラムむなかた」が翻訳しています

■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

金海韓屋体験館
福岡でＰＲ活動

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている韓
国・金海（キメ）市の広報紙を紹介しています。

宿泊や伝統料理、文化行事の体験などが
楽しめる金海韓屋体験館

郷
土
文
化
学
習

交
流
施
設
の
先
駆
け

宗
像
の
名
を
知
ら
し
め
た

田
中
幸
夫
先
生

４
８
１
人
の
賛
同
者

建
設
費
は
約
１
・
７
億
円

　
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
、

宗
像
高
等
女
学
校
（
現
在
の

宗
像
高
等
学
校
）
に
国
史
の

教
師
と
し
て
着
任
さ
れ
た
田

中
幸
夫
さ
ん
。
田
中
先
生
は

教
壇
に
立
つ
傍
ら
、
宗
像
を

中
心
に
郷
土
の
遺
跡
調
査
や

研
究
に
よ
っ
て
、
学
問
上
で

宗
像
の
名
を
世
間
に
大
き
く

知
ら
し
め
た
人
で
す
。

　
田
中
先
生
は
、
著
作
22
冊

を
は
じ
め
１
０
０
稿
以
上
の

雑
誌
執
筆
論
考
が
あ
る
な

ど
、
と
て
も
研
究
熱
心
な
人

で
し
た
。
鐘
崎
（
上
八
＝
こ

う
じ
ょ
う
）
貝
塚
や
田
熊
石

畑
遺
跡
、
福
津
市
の
津
屋
崎

古
墳
群
も
、
田
中
先
生
が
発

見
し
た
遺
跡
で
す
。
多
く
の

歴
史
学
者
や
考
古
学
者
と
の

交
流
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
田

中
先
生
の
人
柄
を
察
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
宗
像
郷
土
館
の
建
設
に
は

田
中
先
生
の
尽
力
を
抜
き
に

語
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
郷
土
館
の
収

蔵
資
料
は
、
田
中
先

生
が
将
来
の
宗
像
を

担
う
人
た
ち
の
一
助

に
な
れ
ば
と
、
郷
土

教
育
資
料
と
し
て
授

業
の
傍
ら
集
め
た
多

く
の
資
料
が
基
礎
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
貴
重
な

資
料
を
保
存
し
よ
う

と
、
宗
像
高
等
女
学

校
や
後
援
会
を
中
心
に
郷
土

館
建
設
の
機
運
が
高
ま
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
郷
土
館
建
設
ま
で
を
記
録

し
た「
宗
像
郷
土
館
日
記
抄
」

に
よ
る
と
、
田
中
先
生
は
宗

像
の
名
所
を
案
内
し
た
「
宗

像
の
旅
」
を
刊
行
し
、
売
上

金
を
郷
土
館
建
設
の
た
め
に

宗
像
高
等
女
学
校
へ
寄
付
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
中
先
生
は
多
く

の
場
所
を
訪
問
し
、
建
設
の

寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
郷
土
館
建

設
に
は
宗
像
大
社
や
宮
地
嶽

神
社
を
は
じ
め
、
県
内
は
も

ち
ろ
ん
、
東
京
や
大
阪
、
海

外
か
ら
も
４
８
１
人
の
賛
同

者
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
多

額
の
寄
付
金
が
集
め
ら
れ
ま

し
た
。
建
設
費
用
は
３
万
２

９
６
４
円
、
現
在
の
金
額
に

換
算
す
る
と
約
１
億
７
０
０

０
万
円
に
相
当
し
ま
す
。

構
想
か
ら
２
年

九
州
屈
指
の
郷
土
館

　
田
中
先
生
が
収
集
し
た
資

料
と
賛
同
者
の
寄
付
金
に

よ
っ
て
当
時
の
宗
像
高
等
女

学
校
内
、
現
在
の
田
熊
石
畑

遺
跡
内
に
建
設
さ
れ
た
の

が
、
宗
像
初
の
歴
史
資
料
館

「
宗
像
郷
土
館
」
で
す
。

　
郷
土
館
は
、
構
想
か
ら
２

年
後
の
１
９
３
８
（
昭
和

13
）
年
に
完
成
。
建
物
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、

１
５
０
０
点
余
り
の
資
料
を

収
蔵
し
、
県
内
外
を
は
じ
め

多
く
の
人
が
参
加
し
て
落
成

式
が
盛
大
に
開
か
れ
、
記
念

誌
「
胷
形
（
む
な
か
た
）」

も
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
館
後
は
、
当
時
の
権
威

あ
る
学
者
た
ち
が
東
京
や
京

都
か
ら
郷
土
館
へ
来
て
い
た

こ
と
か
ら
も
、
郷
土
館
が
九

州
屈
指
の
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
郷
土
館

の
運
営
は
長
続
き
せ
ず
、
開

館
か
ら
10
年
余
り
で
廃
館
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
田
中
先
生
を
は
じ
め
、
当

時
の
人
々
の
熱
い
思
い
が
詰

ま
っ
た
宗
像
郷
土
館
は
な
ぜ

廃
館
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、

戦
後
の
混
乱
や
さ
ま
ざ
ま
な

原
因
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

【
次
回
、
中
編
へ
つ
づ
く
】

（
文
化
財
職
員
・
山
田
広
幸
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
室

☎
（
36
）
１
５
４
０

名
所
を
案
内
し
た
「
宗
像
の
旅
」（
左
）

と
郷
土
館
落
成
記
念
誌
「

形
」


